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１． 核軍縮・不拡散の現実 

――２００５年のＮＰＴ再検討会議 

――２００７年１月のキッシンジャーらの小論 

 

 

２． 米印合意への評価 

ａ）評価点 

――インドを将来的に、新たな核軍縮・不拡散の枠組みに入れる効果 

――地政学、地経学的利益 

――温暖化防止への期待 

  ｂ）疑問点 

    ――ＮＰＴの説得力、信頼力への影響 

    ――合意そのものの弱点 

    ――エネルギー協力戦略としての疑問 

 

３． 日本の立場 

――核軍縮・不拡散のリスクとチャンスの評価 

――原子力平和利用の徹底という原点をどう担保するか 

――被爆体験国、原子力大国、将来の原子力輸出大国としての責任とは 
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